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1081 10812010
新産業創出モデル
地区

①当該モデル地区の自治体は、その官公需発注額
の20%を、5年以内に開発された新技術もしくは新
サービスのベンチャー成長中小企業から積極的に調
達する、②新技術、新サービスの第三者的評価委員
会を官民で創設する

当該モデル地区の自治体は、その官公需発注の20%を、
5年以内に開発された新技術もしくは新サービスのベン
チャー成長中小企業から積極的に調達する、②新しい技
術・新しいサービスの第三者的評価委員会を官民で創設
する。

新産業創出こそ日本経済再生の重要課題であるにもかかわら
ず、年間の新規開業数は減少傾向にある(年間18万社→15万
社)。創業初期の企業にとって、販売先確保は喫緊の課題であ
り、新規開業者への官公需受注増大策の積極的推進は必要か
つ効果的と考えられる。なお、この場合、対象となる新技術・新
サービスを官民合同の評価委員会にて決定する。

東京都

ニュービジネス
研究所、日本
ニュービジネス
協議会連合会

新産業創出モデル
地区

①当該区域内の自治体は、その官公需
発注額 の20%を、5年以内に開発された
新技術もしくは新サービスのベンチャー
成長中小企業から積極的に調達する。
②創業5年以内の新技術・新サービスを
開発したベンチャー成長中小企業へ資
金支援した個人には、20%の税額控除を
実現する。③新しい技術・新しいサービ
スの第三者的評価委員会を官民で創設
する。

1175 11752010

サーマルリサイク
ルに向けての木質
バイオマスの具体
的な有効利用につ
いて

バイオマスはH14年に「新エネルギー」として法
的に認知されているが、縦割り行政が障害とな
り、「一般廃棄物」に指定されている①未利用間
伐材（松食虫対策による林地残材含む）②剪定枝
（公園・街路樹など）③ダム・災害流木④パレッ
ト・木箱などがエネルギーとして活用されず単純
焼却されている。又、⑤森林整備の際に発生する
未利用林地残材も併せて「新ｴﾈ資源」として優先
有効利用を義務づけを要望するものである。
＊松食い虫はｻｰﾏﾙ処理であれば確実に死滅する

①「ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ」に利用することが明確であり、尚か
つ②半径100km以内で発生する木くずに関しては「一
廃」「産廃」に関わらず木質ﾊﾞｲｵﾏｽ（林地残材・製
材工場残材・一般廃棄物に含まれる木くず）を優先
利用することを義務づけることにより新ｴﾈﾙｷﾞｰの原
料を無駄なく集荷することができる。

福島県大信村に１００％売電する「木質系ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所」
が始動する。今まではﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙのみであったが、これは
Co2削減効果の高いｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙであり、京都議定書・地球温
暖化防止に大きく貢献するものである。ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙを推進す
るためにその原料となる木質ﾊﾞｲｵﾏｽを無駄なく集荷するこ
とが重要である。今回の発電所はまさにﾊﾞｲｵﾏｽﾆｯﾎﾟﾝ総合戦
略に基づき実現しようとするものである。

福島県

日本樹木リサイ
クル協会、 ㈱ミ
ツヤマグリーン
プロジェクト

サーマルリサイク
ルのための木質バ
イオマス流通構想

福島県内に大規模な自給自足型ではな
い、100%売電の木質系発電所施設が稼
働する。バイオマス＝新エネルギーとし
て法的に認知されたものの、既存の施
策のままではせっかくの有効な資源が
活用されない。
①「一般廃棄物であれ産業廃棄物であ
れ、木くず＝新ｴﾈﾙｷﾞｰ燃料」としての新
たな認識のもと、次世代のエネルギーと
しての貴重な資源を無駄なく有効利用す
るために環境価値の高い処分方法を選
択するよう義務づけ（但し100km以内に
ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ施設がある場合）ることを
提案するものである。

1205 12052030

インストラクター技
術養成事業及び資
格免許試験制度創
設に係る支援

○ＰＣＭ及びＳＰＡに係るインストラクター技術養成事
業の実施に対して支援を行う。
○インストラクター資格免許試験制度創設に対して
支援を行う。

○インストラクター技術養成事業の実施
○インストラクター資格免許試験制度の創設

○ＰＣＭ及びＳＰＡの事業内容は全てが新しいものであるため、
インストラクターの技術養成事業が必要不可欠である。
また、技術の質の均一化を図るため、インストラクター資格免許
試験制度の創設も必要なため、その制度創設に係る支援策が
必要である。

兵庫県

特定非営利活
動法人　パソコ
ンを弾く研究会
－播州
企業組合パソコ
ンミュージック・
相生万葉の譜
（申請中）

ビッグバーン・楽譜
宇宙構想

○ＰＣＭ（パソコンミュージック）及びＳＰＡ
（スライドPCMアニメーション）として、新
たな音楽手法・手段（楽譜（市販既製・未
発表）＋家庭用パソコン＋操作（制作）
の内在的感性）を考案し、それらが展開
する世界を「楽譜宇宙」と名付ける。
○この「楽譜宇宙」の活用・適用を可能と
する分野は多岐にわたり、その内容は
関連的に広い省庁部署に及ぼす性質を
有し各種施策に係るものです。したがっ
て、それらの実施にあたっては、この新
たな事実を認識し、現行の国のプログラ
ムやメニューにこの新たな仕組みを加え
ることを提案する。


